












Characteristics of “Ellipsis of sentence endings” of classroom discourse 
based on the comparison of Meidai Dialogue Corpus 




































 ２.２ 理論の枠組み 





た理論が,Leech(1983)および Brown & Levinson(1978)の「ポライトネス理論」である。山岡

















 また FTA は,「フェイス脅かし行為」と邦訳され,相手のフェイスを脅かす可能性のある行
為のことを指す。相手に対してなにかしらの行為をすることは,すべて FTA につながりうる
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れていた表記に基づく。教室談話は,4 人の教師による授業を 1 コマずつ録音した全 4 コマ











      
 











表 1 日常会話のデータ一覧 
データ
番号 























































































りの発話数に換算すると,日常会話は 10.2回,教室談話は 15.8回となった。 
 
日常会話に比べて教室談話は 1 分間あたりの発





data30(8.7 回 ),data129(8.3 回 )は有意な差があり
(p=.009,p<0.01),発話数が少ない傾向にあることが
わかった。 
図 2 1分間当たりの発話数の平均(回) 
 
次に,話者ごとに発話数を算出した,総発話数に占める発話権の分布を示す。日常会話はデ
ータにより最大 0.6 ポイントの差はあるが,およそ 50%ずつ均等に発話権が分布した。教室






































































表 4 「名詞」の談話機能 
番号 談話機能 日常会話(%) 教室談話(%) 
① 演述型 56.2 57.6 
② 情意表出型/感嘆型 20.8 19.2 
③ 訴え型 0.0 9.2 
④ 疑問型 22.6 14.0 









1 て    (18.2%) 名詞    (41.4%) 
2 けど  (10.7%) て      (6.3%) 
3 で    (7.3%) は      (5.6%) 
4 から  (7.0%) から    (5.3%) 
5 名詞2 (6.7%) けど    (5.0%) 
6 って  (6.4%) で      (4.0%) 
7 は    (5.2%) 接続詞3 (3.7%) 
8 とか  (4.6%) ので    (3.0%) 
9 が    (4.4%) と      (3.0%) 
10 し    (3.8%) 副詞4   (2.7%) 
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例 2  〈教室談話〉(教師が生徒に指示を問いを解くよう指示している場面) 
T ちゃんとしたお座敷で眠らせてあげたいなあとも思っているわけ。 



















































日常会話                  教室談話 
伝達の失敗   F045 なんか,次バイトだし。 ,           T 半夏生。 
聞き手の反応  F160 えっ？                   T はん[↑] 
補償行動    F045 バイトだしね。                             T 半夏生。 
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